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厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
、「
活

力
あ
る
天
草
の
創
造
」
を
実
現
す

る
に
は
、
農
林
水
産
業
を
は
じ
め

各
種
産
業
の
振
興
を
図
り
、
雇
用

の
場
を
創
出
す
る
た
め
の
施
策
を

積
極
的
に
推
進
し
、
地
域
経
済
を

活
性
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
水
産
業
の
振
興
は
そ
の
大
き
な

柱
で
あ
り
、
重
点
的
に
施
策
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
農
林
水
産
業
を
核
に

し
て
、
第
２
次
産
業
・
第
３
次
産

業
と
の
連
携
に
よ
る
第
６
次
産
業

の
創
出
を
図
る
た
め
、
市
民
・
農

業
者
・
企
業
・
団
体
な
ど
が
、
オ

リ
ー
ブ
栽
培
を
通
じ
た
地
域
振
興

や
オ
リ
ー
ブ
の
加
工
、商
品
開
発
・

販
売
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
な

う
、「
オ
リ
ー
ブ
の
島
づ
く
り
」

を
推
進
し
、
天
草
に
お
け
る
新
産

業
モ
デ
ル
と
し
て
、
オ
リ
ー
ブ
の

栽
培
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
試
行
さ
れ

て
い
る
、
国
の
米
戸
別
所
得
補
償

モ
デ
ル
事
業
や
、
野
菜
な
ど
の
価

格
安
定
対
策
に
も
取
り
組
み
、
農

家
所
得
の
向
上
と
経
営
の
安
定
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
耕
作

放
棄
地
の
実
態
把
握
を
行
い
、
放

棄
の
状
況
に
応
じ
た
対
策
を
講

じ
、
再
生
に
努
め
、
耕
作
放
棄
地

の
有
効
利
用
と
農
産
物
の
生
産
拡

大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、「
あ

ま
く
さ
型
地
産
地
消
推
進
協
議

会
」
に
よ
る
モ
デ
ル
事
業
の
推
進

や
、
市
内
の
児
童
・
生
徒
を
対
象

に
し
た
米
作
り
体
験
や
野
菜
栽
培

体
験
、料
理
教
室
な
ど
を
実
施
し
、

啓
発
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

次
に
、
林
業
に
つ
い
て
は
、
持

続
可
能
な
森
林
の
管
理
・
経
営
を

確
保
す
る
た
め
に
、
森
林
認
証
の

取
得
を
推
進
し
、
天
草
産
の
木
材

需
要
拡
大
と
、
森
林
の
健
全
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
は
、
経
済
波
及
効
果
や
雇

用
創
出
効
果
の
高
い
総
合
産
業
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
天
草
を
さ
ら
に

魅
力
あ
る
観
光
地
と
し
て
発
展
さ

せ
、交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
は
、

き
わ
め
て
重
要
で
す
。

　

雲
仙
・
天
草
観
光
圏
整
備
計
画

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
圏
域
の
特

性
を
い
か
し
た
滞
在
型
観
光
へ
の

転
換
を
図
る
た
め
、
国
際
的
に
も

競
争
力
の
あ
る
転
地
･
滞
在
や
交

流
型
の
観
光
圏
を
整
備
し
、
観
光

客
の
来
訪
と
滞
在
の
促
進
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
圏
域
に
は
、

〝
ジ
オ
パ
ー
ク
〞と
い
う
新
し
い
観

光
の
可
能
性
を
秘
め
た
宝
の
原
石

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
磨
き
を
か

け
、
圏
域
全
体
に
わ
た
る
魅
力
的

な
旅
行
商
品
の
開
発
や
農
山
漁
村

部
で
の
体
験
型
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
強
化
し
、
地
域
全
体
の
魅
力
を

高
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
後
は
ジ
オ
パ
ー
ク

の
範
囲
を
天
草
全
域
に
広
げ
、
関

係
市
町
と
協
力
し
て
推
進
体
制
を

整
備
し
、
関
連
資
産
の
調
査
、
情

報
発
信
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、「
天

草
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
し
て
、
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

認
定
申
請
を
目
ざ
し
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
春
の
九
州
新

幹
線
全
線
開
業
を
控
え
、
九
州
新

幹
線
に
接
続
し
た
天
草
地
域
の
観

光
振
興
や
日
常
生
活
に
お
け
る
移

動
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
新
幹
線
の

停
車
駅
で
あ
る
鹿
児
島
県
の
出
水

駅
か
ら
牛
深
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス

の
改
善
と
、
天
草
の
南
の
玄
関
口

で
あ
る
牛
深
を
起
点
と
し
た
天
草

周
遊
バ
ス
の
運
行
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
平
成
23
年
度
に

は
、
牛
深
ハ
イ
ヤ
祭
り
が
40
回
目

の
節
目
を
迎
え
る
の
で
、
こ
れ
を

記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
位
置
づ

け
、
内
外
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
ま
す
。

　

天
草
キ
リ
シ
タ
ン
館
に
つ
い
て

も
、
本
年
７
月
１
日
に
開
館
し
ま

す
の
で
、
天
草
の
観
光

面
に
お
け
る
中
核
施

設
、
歴
史
や
文
化
を
学

べ
る
拠
点
施
設
と
し
て

の
位
置
づ
け
を
し
、
県

内
外
か
ら
の
観
光
客
の

誘
致
や
地
域
振
興
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
天
草
は
、
早

く
に
南
蛮
文
化
が
開
花

す
る
な
ど
特
有
の
歴
史

や
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

に
認
定
さ
れ
る
よ
う
な

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
な

ど
、
現
代
の
教
育
旅
行

に
求
め
ら
れ
る
多
く
の

素
材
を
有
し
て
い
る
の

で
、
こ
れ
ら
の
素
材
を

い
か
し
た
教
育
旅
行
の

誘
致
、
合
宿
や
大
会
の

誘
致
も
積
極
的
に
推
進
し
、
交
流

人
口
の
増
加
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
観
光
と
い
う
非
日
常

的
な
楽
し
み
と
特
定
の
地
域
に
滞

在
し
、
健
康
を
回
復
・
維
持
・
増

進
す
る
た
め
の「
医
学
的
な
要
素
」

を
掛
け
持
つ
「
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
と
い
う
新
し
い
旅
行
ス
タ
イ

ル
は
、
天
草
の
資
源
を
い
か
し
た

新
し
い
観
光
と
な
る
よ
う
な
大
き

な
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
天

草
の
新
鮮
で
お
い
し
い
食
材
、
温

泉
、イ
ル
カ
、自
然
、さ
ら
に
医
療
・

健
康
施
設
な
ど
を
活
用
し
た
ヘ
ル

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
、
健
康

づ
く
り
と
観
光
を
産
業
と
し
て
結

び
つ
け
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

施
策
と

主
な
事
業
を
紹
介
！

平
成
22
年
度

　

第
３
回
市
議
会
定
例
会
の
冒
頭
で
、
安
田
市
長
が
平
成
22
年
度
の
施
政
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

今
回
、
施
政
方
針
の
概
要
を
６
つ
の
重
点
項
目
ご
と
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て

主
な
事
業
と
そ
の
予
算
額
に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（※

金
額
は
万
円
未
満
を
四
捨
五
入
）

●島内周遊バス運行事業〔天草島内における２次交通整備の一環として、
観光周遊バスを運行する〕…………………………………………800万円
●新幹線開業対策事業〔新幹線の開業に合わせた海道博の開催や牛深ハ
イヤ40周年記念事業への補助を行う〕……………………… 8,020万円

●食事処マップ等作成事業〔新幹線開業に合わせておみやげ品店や食事
どころのマップ、のぼり旗などを作成する〕……………………300万円

●ジオパーク環境整備・推進事業〔烏峠展望所の整備や伝馬舟等係留桟
橋の改修、椛木（牧島）ジオサイトの通路改修や、「天草ジオパーク構想」
の策定・案内板の設置、パンフレットの作成などを行う〕…3,327万円

豊
か
な
産
業
づ
く
り

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り

２ １
　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
つ
く
り

育
て
る
漁
業
の
推
進
を
基
本
に
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
種
苗
放
流
を
は
じ
め
、
漁
場

環
境
の
保
全
や
藻
場
の
調
査
・
研

究
を
実
施
し
、
漁
業
生
産
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

水
産
物
の
生
産
・
流
通
拠
点
で
あ

る
漁
港
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
漁

業
集
落
の
環
境
整
備
を
含
め
、
機

能
的
な
漁
港
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

からす

かばのき

●オリーブの島づくり支援・推進事業〔企業・市民が行うオリーブ
栽培や商品開発などを支援。耕作放棄地・オリーブ適地調査員等
の配置やオリーブ振興協議会への補助などを行う〕……4,711万円
●新規就農支援事業〔就農希望者を雇用し、農家などにおいて基本
的な農業技術の研修を行う〕………………………………673万円

●藻場現況調査事業〔藻場造成適地の選定や造成手法の基礎資料と
するため、藻場の現状を調査する〕………………………623万円

●就職支援事業〔雇用不安の解消や事業者の雇用意欲を喚起するた
め、新規雇用事業者に対し雇用促進交付金を交付する〕…3,060万円

▲

オ
リ
ー
ブ
栽
培
に
よ
り
新
し
い
第
６
次

　

産
業
の
創
出
を
図
る

▲平成23年４月に40周年を迎える“牛深ハイヤ祭り”


